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１．はじめに 

腐食が進行した耐候性鋼鋼材において，その防食機能の回復に対してはその原因の排除が先決であるが，恒

久的な腐食原因の排除が困難である場合には，予防保全的な観点からも補修塗装が実施されている．補修塗装

は，補修塗膜の長期耐久性を確保するために素地調整とさび中の塩分除去に注意しなければならないが 1)，こ

れらの留意点を考慮した補修塗装事例は少ない 2),3)．一方，恒久的に腐食の原因が排除される場合には，補修

塗装の必要がない場合もある 1)．しかしながら，補修塗装の必要がない場合においての適正な素地調整の程度

や，さび中の塩分除去の程度を示す定量的な事例は見当たらない． 

そこで，異常さびを生じさせた耐候性鋼材を用いて，腐食原因を排除できる環境（密封箱）と腐食原因を排

除しない環境（沖縄遮へい曝露試験）において，素地調整・さび中の塩分除去程度を変えた水準，簡易塗装お

よび重防食塗装の水準を設け，最適補修法を決めるための評価試験を実施したので，その結果を報告する． 

 

２．試験水準 

本試験に供試する JIS-SMA 耐候性鋼材（150mm×70mm×6t）は，

3%wt-NaCl 散布試験により，評点 1 の層状剥離さびを生成させた．

図 1(a)の腐食原因が排除できる場合の試験水準としては，素地調

整・さび中の塩分除去程度を変えた水準，簡易塗装および重防食塗

装の水準とした．図 1(b)の腐食原因が排除できない場合の試験水準

は，重防食塗装の水準とした． 

 

３．試験方法と評価項目 

腐食原因が排除できる条件としては密封箱を用いた．密封箱は，

飛来塩分等の外部からの腐食因子を遮へいするため，さび中に残存

した腐食因子量等で腐食が進行する環境と考えた．そのため，腐食

反応が抑制されないように，イオン交換水を箱内に置いた．密封箱

の試験期間 7ヶ月までの平均湿度が 75％，平均温度が 12℃であり，

試験片姿勢は水平とした．腐食原因が排除できない条件としては，

沖縄県：ISO9223-92 腐食分類 C4 の曝露場内で遮へい曝露試験を

選定した． 

 各試験片の評価項目としては，外観写真撮影，さび・膜厚測定お

よびイオン透過抵抗測定を実施した． 

 

４．試験結果 

(1)腐食原因が排除できる場合 

無塗装材の密封箱 7 ヶ月目，沖縄 4 ヶ月目のさび厚測定結果をそ

れぞれ，図 2(a)，(b)に示す．図 2(a)，(b)より，ほぼ全ての水準で若
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(b) 腐食原因が排除できない場合 

図 1 試験水準 

(a) 腐食原因が排除できる場合 

・無処理（評点1）
・水洗
・素地調整Ⅱ種（St3）
・素地調整Ⅱ種（St3）＋ 水洗
・素地調整Ⅰ種
（Sa2.5，付着塩分量50mg/m2以下）
（Sa2.5，付着塩分量100～150mg/m2）
（Sa2.5，付着塩分量400～500mg/m2）

・さび安定化補助処理（Sa2.5）
・有機ジンクリッチペイント（Sa2.5）

・変性エポキシ塗料（Sa2.5）
・Rc-Ⅲ（St2）
・Rc-Ⅱ（St3）
・Rc-Ⅰ（Sa2.5）
・耐候性鋼用Rc-Ⅰ[水洗工法]
（Sa2.5，付着塩分量50mg/m2以下）

腐食原因が排除できる場合

無塗装

塗装
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・Rc-Ⅱ（St3）
・Rc-Ⅰ（Sa2.5）
・耐候性鋼用Rc-Ⅰ[水洗工法]
（Sa2.5，付着塩分量50mg/m2以下）

腐食原因が排除できない場合

塗装
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干ではあるがさび厚の増加が見られた．無処理である評点 1 と水洗処理は変わらない，もしくは水洗処理の方

が，さび厚の増加が大きいことがわかった．素地調整の程度については，素地調整Ⅰ種より，素地調整Ⅱ種の

方がさび厚の増加が大きいことがわかった．また，まだ微小な差ではあるが，素地調整Ⅰ種は，付着塩分量が

大きくなるほど，さび厚が増加する傾向を示していた．いずれにしても素地調整を行った水準は，無処理であ

る評点 1 よりもさび厚の増加が小さく，現時点では素地調整Ⅱ種までの処理程度であれば，無塗装耐候性鋼と

して継続できる可能性が考えられる． 

(2)腐食原因が排除できない場合 

簡易塗装，重防食塗装材の密封箱 7 ヶ月目，沖縄 4 ヶ月目のイオン透過抵抗値測定結果をそれぞれ，図 3(a)，

(b)に示す．図 3(a)，(b)より，さび安定化補助処理 A，B，有機ジンクリッチペイントのイオン透過抵抗値は，

密封箱 7 ヶ月目，沖縄 4 ヶ月目共に，初期値と比較して若干減少傾向にあった．イオン透過抵抗値の初期値か

らの減少量は，密封箱 7 ヶ月目より沖縄 4 ヶ月目の方が大きいことがわかった．簡易塗装（変性エポキシ塗料

A，B）や重防食塗装では，沖縄 4 ヶ月目の Rc-Ⅲ塗装系，Rc-Ⅱ塗装系に若干 40GΩ を下回る値が見られるも

のの，いずれも 1GΩ 以上の値を示し，良好な状態にあると考えられる 4)．このことから，現時点では，変性

エポキシ塗料 A，B，Rc-Ⅰ塗装系，水洗工法等の素地調整Ⅰ種（ブラスト処理）を施した水準が優位であると

考えられる． 

 

５．まとめ  

短期的ではあるが密封箱 7 ヶ月，沖縄 4 ヶ月時点での結果より，腐食原因が排除できる場合には，素地調整

Ⅱ種までの処理程度であれば，無塗装耐候性鋼として継続できる可能性がある．一方，腐食原因が排除できな

い場合の塗装系としては，素地調整Ⅰ種（ブラスト処理）を施した水準が優位であると考えられる． 
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図 2 無塗装材のさび厚測定結果

図 3 塗装材のイオン透過抵抗値測定結果 
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